






























































は多大であり、その資料的評価は、ことに海外の日本美術史研究者の間にあって高い。しかも明治期刊行分九〇号まで 入手が困難なうえに、これをまとめて所蔵するところが少なく、東京文化財研究所でも貴重書に準じる扱いとなっている。しかしその一方で、公開が強く望まれていた資料でもあった。このうち 明治期に刊行された分については、 その記事等において既に著作権 消滅しているものが多 。ウェブ上で明治期に限定して『みづゑ』を取り上げた所以でもある　
ウェブ上での公開を前提とした共同研究・開発においては、 『みづゑ』から、さ
まざまな情報を得ようとするユーザーの広いニーズに応えるべく、また、文字情報が主となる文化財情報の発信 関し ひとつの公開のあ ようを提示することを念頭に置いて、東京文化財研究所企画情報部 国立情報学研究所連想情報学研究開発センターのそれぞれが蓄積 ノウハウを持ち寄った。その際、これまPDF
やマイクロ写真版を用い、それらの画像を単にウェブ上で公開してゆくあ
















































































































































































































し発信するための試行研究として実施されたものである。結果として、 美術雑誌 『みづゑ』のデジタルアーカイブズを制作し、現物資料にあたらずに内容を確認可能なサービスを実現した。 『みづゑ』の本文テキストの抽出とデータベース化と、それに基づく作家情報との連携は、内容に踏み込んだ美術研究機関ならではの文 情報発信の一例と言える。資料の特性や価値を まえた発信を進めることが、所蔵資料の活用および関連する研究分野 発展につながるものと思わ る。　
データベースの構築を効率良く進め、その品質を高めるためには、対象の捉え方
とそれに基づくデータ化の手順が重要である。本プロジェクトでは、 「物理層」や「記事層」といった、記述対象を切り分けることによって、 『みづゑ』のモノとしての記述と、 『みづゑ』の内容に関 記述とを別々に抽出する工夫を行った。　
最後に検索について。 『 「みづゑ」の世界』では、記事内容を全文テキストとして
公開している。そのためウェブ検索サービスによるサイト指定検索を利用することで、旧字体のままの全文テキスト検索が可能であ 。しかしサイト独自の検索やページ送り機能など、機能面では改善の余地 まだ多くある。これらの課題には、引き続き東京文化財研究所美術研究資料アーカイブズプロジェクト 一員として取り組むことができればと考えている。
（丸川雄三（
挿図 3　『「みづゑ」の世界』トップページ





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ictionary of Art. G
rore, 1996.
D
ictionary of British W





































































にペンネームの列記があり、 これを採録した。 た本アーカイブ構築のために、 『み
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